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研究成果の概要（和文）：ネットいじめの問題は教師・保護者にとって可視性が低く、介入は難しいものであ
る。そこで予防がより重要になる。本研究ではネットいじめが深刻な問題になる前段階の「ネットいじめの芽」
に焦点をあてて、子どもたちの深刻度の認識や対処の自信、対処行動を調査した。また「ネットいじめの芽」の
ような状況において傍観者の行動は学級風土にどのように影響されるかも調査した。
最後に、これら調査結果に基づき、クラスの雰囲気が傍観者の行動に影響を与えることを学ばせる予防的教育プ
ログラムを開発した。そしてこの映像教材を用いた道徳の授業を千葉県柏市の公立中学校１年生３クラスで実施
した。

研究成果の概要（英文）：Cyberbullying intervention is often difficult because cyberbullying problems
 are invisible to many parents and teachers. Thus, prevention is more important. The present study 
focused on an incident antecedent to cyberbullying trouble and examined its perceived severity, 
confidence to deal, and coping behaviors among children. In addition, we also investigated how 
classroom climates influence bystanders’ behaviors. Finally, based on research findings, 
preventative educational program was developed.　We delivered this program to three junior high 
school classrooms in Kashiwa city, Chiba as a moral education class. 

研究分野： 教育方法学

キーワード： ネットいじめ　メディアリテラシー　いじめの芽　傍観者
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 研究開始当初、スマートフォンの急速な普
及により、子どもたちが長時間使用するスマ
ホ依存の問題やコミュニケーションアプリ
上での友人関係のトラブルなど教育現場で
問題視されていた。学校も家庭も、子どもた
ちにインターネットおよび携帯電話との適
切な付き合い方をうまく指導できていない
中で予防的教育の実施が求められていた。こ
のような現状を踏まえ、小・中・高校生と幅
広い年代の児童•生徒を対象に、インターネ
ット•携帯電話の使用実態と意識、使用に関
する諸問題を調査し明らかにすることを目
的とした。そして、その基礎的知見に基づき
予防的メディアリテラシー授業プログラム
を構築し、教育現場で活用できるよう広く啓
発することを目指した。 
  
２．研究の目的 
 
 インターネット・携帯電話にまつわる子ど
もたちのトラブルは多岐に渡るが、本研究で
はネットいじめの予防として深刻な問題に
発展する前の「いじめの芽」に着目した。い
じめ防止対策推進法の制定後, 各自治体や学
校は予防のための様々な取り組みを行って
きている。しかし、子どもたちの友人関係に
おけるグループダイナミクスは複雑である。
いじめはどこからともなく突然に発生する
ものではなく、なにかしらのきっかけがあり、
子ども達は日々大小様々なトラブルを経験
していると考えられる。そのきっかけ，すな
わち「いじめの芽」の段階で適切な介入がで
きれば大きないじめトラブルに発展するこ
とを防ぐことができるであろう。そこで、こ
の「いじめの芽」をどの程度子どもたちが経
験しているか、また傍観者の立場にある子ど
もたちが、状況の深刻さを認識し、どの程度
対処の自信を持ち、どのような対処行動をと
るかを明らかにすることを目的とした。そし
て、それらの性差と発達段階の違いにおける
差を明らかにすることを調査した（研究１）。 
  
 そして、研究２では傍観者の役割と学級の
風土に着目した。集団内で起きるいじめの芽
の問題理解においては, 近年傍観者の役割が
重視されている。なぜなら多くのいじめ場面
において, 加害者・被害者だけなく傍観者も
存在しており (ABBOTT and CAMERON, 
2014)、自分が直接いじめに関わりがなくて
も、他人がいじめられているのを目撃する、 
悪い雰囲気の教室にいること自体が大きな
ストレスとなり、適応の問題に発展するリス
クがあるからだ (RIVERS et al. 2010)。 
そこで、 ネットいじめの芽の場面において
傍観者である児童生徒がどのように行動す
るか、そしてその際, 同じ場面でも周りのク
ラスメイトの反応の違いによって行動の差

が出るか調査し、個人要因だけでなく学級風
土の影響を明らかにすることを目的とした。 
 最後に、これらの研究結果に基づき、ネッ
トトラブルの予防的教育プログラムを開発
し、教育現場で幅広く実践することを目指し
た。 
 
３．研究の方法 
 
 研究１：関東地方の公立小学生(209 名)・
中学生(210 名)の計 419 名(男性 203 名、 M 
= 12.43 歳、 SD = 1.07)を対象に質問紙調
査を行った。まず「ネットいじめの芽」とな
るような状況を２場面呈示し、それらにおけ
る自身の経験、深刻さの認識、対処の自信、
取りうる対処行動について質問した。そして、
ネットいじめの芽の状況における深刻度の
認識, 対処の自信と各対処行動は, 男女
別・学校別（小学生 v.s.中学生）に比較をす
るため, それぞれ t検定を行った. 
 
 研究２：関東地方の公立小学生(221 名)，
中学生(343 名) ，高校生(355 名)の計 919 名
(男性 425 名, M = 14.13 歳, SD = 2.35)を
対象にシナリオ法の質問紙調査を行った。 
 予備調査として現役の教師や擁護教員４
名から「ネットいじめの芽」となるような状
況を自由記述で回答してもらい、それらを基
にシナリオを作成し呈示した。シナリオでの
出来事には、文脈要因の差を検討するために、
異なる２つクラスメイトの反応場面を設定
した。１つはクラスのリーダー的存在がその
状況を支持している、もう一方はクラスメイ
トが不安に思っている状況である。 そして、
この呈示された出来事が起きた際の行動と
し 14 の対処行動を示し、「絶対にそうしない
と思う(1)」〜「きっとそうすると思う(5)」
の 5件法でたずねた。そして、同一状況にあ
たる２場面の文脈要因を比較するために, 
データの平均を算出し, 小中高それぞれで t
検定を行った. 
 
 授業プログラム開発：研究１及び研究２の
成果に基づき、独自の動画教材を作成し、こ
の動画教材を用いた授業プログラム「私たち
の選択肢」を開発した。動画プログラムは、
ネットいじめを含むいじめが始まった状態
の中学校の学級において、ネットいじめを止
めるためにSNSに書き込みをするか否かを迷
う主人公の模様を約 10 分の実写ドラマで描
写した後、視聴している学級の児童・生徒に
自分が主人公の立場だったらどちらの選択
肢を選択するかを問い、学級においてそれぞ
れがどのような選択をしたのかを共有して
もらう。そして、視聴している児童・生徒が
各選択肢を選択した比率に従った確率で、そ
の後の物語の展開を決める。 
 



 

 
 最後に解説動画において、観衆や傍観者の
立場にある者がいじめを止めるための何ら
かの行動をとればいじめを止められる可能
性が高くなること、そして学級の雰囲気が観
衆・傍観者の立場に
ある者の行動に大きく影響を与えることが
研究で明らかになっていることを示し、学級
の一人一人がいじめを止めるためにできる
ことがあることについて学んでもらえるよ
うにしている。
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